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頁
楠世向てしつ用れシ」相
本
論
で
問
題
と
す
る
の
は
『
唐
玄
宗
御
注
道
徳
真
経
』
(
以
下
、
る
御
注
と
称
す
る
)
と
『
唐
玄
宗
御
製
道
徳
真
経
疏
』
(
以
下
、
御
琉
臥
と
称
す
る
)
と
で
あ
目
。
拡
御
注
・
御
疏
に
関
し
て
は
既
に
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
御
そ
の
多
く
が
注
・
疏
い
ず
れ
に
も
見
え
る
「
妙
本
」
と
い
う
概
念
に
伽
注
目
し
、
「
道
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
い
る
。
「
妙
本
」
リ
概
念
に
関
す
る
見
解
は
各
先
行
研
究
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
内
湖
い
く
つ
か
は
『
老
子
』
の
「
道
」
と
の
関
係
に
着
目
し
て
分
析
を
加
制
え
て
お
り
こ
の
概
念
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
『
老
子
』
注
宗
釈
上
、
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
酷
従
っ
て
、
本
論
で
は
、
先
行
研
究
が
既
に
提
出
し
て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、
そ
の
上
で
先
行
研
究
が
見
解
を
異
に
し
て
い
る
資
料
の
理
解
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
加
え
る
。
そ
の
際
、
「
沖
唐
玄
宗
『
道
徳
真
経
』
御
注
・
御
疏
に
見
え
る
と
同
同
ド
U
品
w
「い
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「
沖
気
」
「
沖
用
」
に
つ
い
て
高
橋
睦
美
気
」
・
「
沖
用
」
と
い
う
語
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
御
注
御
疏
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
妙
本
」
「
道
」
の
位
置
づ
け
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
先
行
研
究
で
は
そ
の
性
格
お
よ
び
重
要
性
が
的
確
に
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
嶋
隆
蔵
陀
は
万
物
の
始
源
が
「
妙
本
と
し
て
の
道
」
で
あ
る
と
述
べ
、
御
注
の
「
妙
本
」
と
は
道
の
こ
と
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
た
だ
し
、
「
道
は
、
万
物
に
と
っ
て
、
わ
ず
か
に
始
源
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
」
く
、
「
道
の
作
用
」
た
る
「
沖
気
」
を
不
断
に
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
万
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
し
か
く
在
る
べ
き
在
り
方
で
在
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
お
り
、
「
沖
気
」
と
い
う
語
を
「
道
の
具
体
的
作
用
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
砂
山
稔
郎
は
玄
宗
の
「
虚
極
妙
本
」
に
つ
い
て
、
「
「
虚
極
」
と
は
、
「
虚
」
の
極
ま
っ
た
道
の
状
態
を
一
言
う
概
念
で
あ
り
、
「
妙
本
」
は
、
道
が
万
物
の
本
源
で
あ
る
こ
と
に
即
し
て
説
か
れ
る
規
定
で
あ
る
」
2
と
し
、
や
は
り
「
妙
本
」
(
お
よ
び
「
虚
極
」
)
を
実
質
的
に
は
「
道
」
6
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
無
名
者
、
妙
本
也
。
妙
本
見
気
、
権
輿
天
地
、
天
地
資
始
、
故
云
無
名
」
(
御
注
第
一
章
)
等
の
文
章
を
根
拠
と
し
て
、
「
妙
本
」
が
「
気
」
的
性
格
を
担
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
市
営
谷
邦
夫
氏
は
「
「
妙
本
」
は
、
従
来
「
道
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
、
こ
の
世
界
の
根
源
的
始
元
的
実
体
を
示
す
」
も
の
で
あ
る
と
し
、
「
妙
本
」
と
「
道
」
の
関
係
を
、
「
根
源
的
始
元
的
実
体
と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
仮
の
名
称
と
の
関
係
と
し
て
規
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
第
一
章
冒
頭
の
「
道
、
虚
極
之
妙
用
」
の
一
句
に
着
目
し
、
「
「
道
」
は
「
虚
極
の
妙
用
」
で
あ
り
・
(
中
略
)
「
妙
本
」
こ
そ
が
世
界
の
根
源
に
あ
る
究
極
的
な
存
在
を
表
象
し
う
る
唯
一
の
概
念
で
あ
る
と
い
う
明
確
な
意
識
」
が
御
注
・
御
疏
に
は
存
在
す
る
と
述
べ
る
。
更
に
別
慌
で
は
、
「
虚
極
」
は
第
十
六
章
に
「
虚
極
者
、
妙
本
也
」
と
い
う
よ
う
に
「
妙
本
」
の
別
称
で
あ
る
と
し
、
御
注
の
「
道
」
は
も
は
や
絶
対
究
極
の
根
源
的
一
者
で
は
な
く
、
「
道
」
の
背
後
に
あ
る
真
の
根
源
的
実
在
と
し
て
の
「
妙
本
」
の
「
用
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
一
方
「
沖
気
」
に
つ
い
て
は
、
御
注
・
御
疏
で
は
「
「
道
」
と
「
沖
和
の
気
」
と
を
直
接
の
生
成
関
係
に
置
き
、
そ
の
「
沖
和
の
気
」
に
よ
っ
て
万
物
の
生
成
育
成
が
な
さ
れ
る
と
す
る
」
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
妙
本
」
概
念
を
導
入
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
『
老
子
』
二
十
五
章
の
御
疏
に
注
目
す
る
。
玄
宗
の
当
時
、
『
老
子
』
第
二
十
五
章
の
「
道
法
自
然
」
一
句
に
つ
い
て
、
「
道
」
の
上
位
概
念
と
し
て
「
自
然
」
を
考
え
よ
う
と
す
る
一
部
の
道
教
的
解
釈
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
取
り
上
げ
て
「
道
」
の
至
上
性
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
主
張
が
仏
教
側
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
御
疏
は
同
章
を
「
虚
無
者
妙
本
之
体
、
体
非
有
物
、
放
日
虚
無
。
自
然
者
妙
本
之
性
、
性
非
造
作
、
故
田
自
然
。
道
者
妙
本
之
功
用
、
所
謂
強
名
、
無
非
通
生
、
故
調
之
道
」
と
解
釈
し
、
「
虚
無
」
「
自
然
」
「
道
」
が
「
妙
本
」
の
「
体
」
「
性
」
「
攻
用
」
に
対
す
る
個
別
の
名
称
に
渇
き
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
「
道
」
と
「
自
然
」
あ
る
い
は
「
虚
無
」
と
の
問
に
上
下
尊
卑
の
関
係
を
読
み
込
む
余
地
を
払
拭
し
た
と
す
る
。
堀
池
信
夫
氏
は
、
御
注
に
お
い
て
は
「
妙
本
」
を
「
道
」
の
上
位
に
置
く
も
の
と
す
る
解
釈
、
「
妙
本
」
と
「
道
」
と
が
全
く
同
義
で
あ
る
と
す
る
解
釈
の
い
ず
れ
も
が
成
立
し
う
る
と
し
、
そ
れ
を
「
玄
宗
自
身
の
も
と
も
と
の
「
妙
本
」
設
定
・
解
釈
が
矛
盾
的
で
あ
っ
た
」
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
堀
池
氏
は
御
注
と
御
疏
の
聞
に
は
、
そ
の
思
想
内
容
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
と
し
、
御
注
に
お
け
る
「
妙
本
」
は
「
世
界
を
超
越
し
て
統
治
す
る
現
実
的
至
高
者
、
す
な
わ
ち
玄
宗
自
身
を
象
徴
す
る
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
」
と
し
て
の
意
味
が
先
立
っ
て
お
り
、
「
妙
本
」
を
「
道
」
に
上
位
す
る
も
の
と
し
つ
つ
も
一
方
で
は
同
義
的
に
扱
う
な
ど
論
理
的
に
は
矛
盾
を
苧
ん
だ
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
御
疏
に
は
そ
の
よ
う
な
矛
盾
は
見
ら
れ
ず
、
「
妙
本
」
を
「
道
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
堀
池
氏
は
御
注
中
の
「
沖
気
」
と
「
妙
本
」
・
「
道
」
の
関
係
に
つ
い
醐
て
も
言
及
し
て
い
る
。
御
注
第
一
章
に
「
妙
本
気
を
見
わ
す
」
等
と
ー
あ
り
、
ま
た
「
妙
本
」
は
存
在
者
に
形
体
を
も
た
ら
し
た
後
「
離
マ、
A
m
)
山
中
散
」
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
一
種
の
気
的
な
も
の
の
集
三
{
旦
に
合
体
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
妙
本
」
と
「
沖
気
」
配
が
と
も
に
「
こ
で
あ
る
と
御
注
中
で
述
べ
ら
れ
る
こ
と
を
以
て
、
「
妙
ル
ザ日
本
」
日
「
一
」
リ
「
沖
気
」
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
は
「
妙
本
」
は
「
道
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
「
沖
気
」
の
事
に
な
り
、
「
道
」
怖
に
下
属
す
る
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
る
い
る
。
臥
以
上
の
先
行
研
究
を
概
観
す
る
に
、
御
注
目
御
疏
の
思
想
に
つ
い
酢
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
「
妙
本
」
が
歪
」
の
上
位
御
概
念
で
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
御
注
御
疏
に
お
け
る
帥
「
妙
本
」
が
「
道
」
の
上
位
概
念
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
葵
谷
氏
で
、
組
堀
池
氏
は
御
注
の
「
妙
本
」
は
玄
宗
自
身
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
演
「
道
」
の
上
位
に
お
か
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
砂
山
・
堀
也
池
両
氏
は
「
妙
本
」
が
「
気
」
的
な
性
格
を
有
す
る
と
述
べ
る
と
思
宗
わ
れ
る
資
料
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
堀
池
氏
自
身
が
述
べ
回
る
よ
う
に
、
「
道
」
の
上
位
す
る
も
の
と
し
て
の
「
妙
本
」
の
性
格
3
と
は
矛
盾
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り
、
「
妙
本
」
と
「
道
」
の
関
係
6
に
加
え
、
「
妙
本
」
と
「
気
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
も
う
一
点
注
意
し
た
い
の
は
、
御
注
と
御
疏
と
の
間
に
思
想
的
な
相
異
が
有
る
の
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
葵
谷
氏
は
御
注
と
御
疏
と
の
聞
に
は
「
「
妙
本
」
概
念
の
援
用
に
お
い
て
微
妙
な
相
異
が
看
取
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
が
、
堀
池
氏
は
御
注
と
御
疏
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
中
で
も
「
妙
本
」
の
概
念
に
関
し
て
は
御
注
御
疏
の
問
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
本
論
で
は
、
御
注
に
お
け
る
「
妙
本
」
の
位
置
づ
け
、
と
り
わ
け
「
道
」
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
沖
気
」
「
沖
用
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
行
い
た
い
。
ま
ず
先
に
御
注
に
お
け
る
「
妙
本
」
、
「
道
」
と
「
沖
気
」
・
「
沖
用
」
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
御
疏
で
の
用
例
と
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
一
、
御
注
に
お
け
る
「
沖
気
」
・
「
沖
用
」
で
は
ま
ず
、
御
注
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
「
妙
本
」
と
「
道
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
御
注
に
お
け
る
「
道
」
概
念
に
つ
い
て
「
沖
気
」
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
そ
も
そ
も
、
「
沖
気
」
と
は
「
老
子
』
第
四
十
二
章
に
、
「
万
物
負
陰
而
抱
陽
、
沖
気
以
為
和
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
諾
で
あ
る
。
そ
の
「
沖
気
」
を
、
御
注
は
『
老
子
』
の
「
こ
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
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①
「
道
生
て
一
生
二
、
二
生
一
ニ
」
一
者
沖
気
也
、
言
道
動
出
沖
和
妙
気
、
於
生
物
之
理
未
足
、
又
生
陽
気
、
陽
気
不
能
独
生
、
又
生
陰
気
。
積
沖
気
之
て
故
云
一
生
二
。
積
陽
気
之
二
、
故
云
二
生
三
也
。
(
一
は
沖
気
な
り
、
言
、
っ
こ
こ
ろ
は
道
沖
和
の
妙
気
を
動
出
す
る
も
、
生
物
の
理
に
於
い
て
未
だ
足
ら
ず
、
又
た
陽
気
を
生
ず
。
陽
気
独
り
生
ず
る
能
わ
ず
、
又
た
陰
気
を
生
ず
、
沖
気
の
一
に
積
む
、
故
に
「
一
生
二
」
と
云
う
。
陽
気
の
ご
に
積
む
、
故
に
「
二
生
一
己
と
云
う
な
り
。
)
(
御
注
・
四
十
三
章
)
「
二
一
生
万
物
」
陰
陽
含
卒
、
沖
気
調
和
、
然
後
万
物
阜
成
、
故
云
士
一
生
万
物
。
(
陰
陽
含
苧
し
、
沖
気
調
和
し
、
然
る
後
万
物
阜
成
す
、
故
に
「
二
一
生
万
物
」
と
云
う
。
)
「
万
物
負
除
而
抱
陽
、
沖
気
以
為
和
」
万
物
得
陰
陽
沖
気
生
成
之
故
、
故
負
抱
除
陽
、
合
養
沖
気
、
以
為
柔
和
也
。
(
万
物
は
陰
陽
沖
気
生
成
の
故
を
得
、
故
に
陰
陽
を
負
抱
し
、
沖
気
を
含
養
し
、
以
て
柔
和
を
為
す
な
り
。
)
(
御
注
四
十
二
章
)
※
「
」
は
『
老
子
』
の
経
文
。
こ
こ
で
は
「
こ
が
「
沖
気
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
経
文
の
「
道
生
一
」
と
は
「
道
動
出
沖
和
妙
気
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
。
「
沖
和
妙
気
」
は
ぺ
沖
気
」
を
説
明
的
に
述
べ
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
万
物
の
生
成
に
お
い
て
は
、
ま
ず
「
道
」
に
よ
る
「
沖
気
」
の
「
動
出
」
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
万
物
を
生
み
出
す
「
理
」
に
お
い
て
十
分
で
は
な
く
、
陽
気
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
陽
気
は
そ
れ
単
独
で
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
陰
気
の
発
生
を
引
き
起
こ
す
。
『
老
子
』
の
「
こ
・
っ
こ
・
「
=
一
」
は
、
御
注
で
は
「
沖
気
」
・
「
陽
気
」
「
陰
気
」
の
発
生
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
道
生
こ
と
い
う
経
文
の
解
釈
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
動
出
」
と
い
う
詩
で
あ
る
。
下
文
を
見
る
と
、
「
一
生
一
ご
・
「
二
生
二
こ
の
段
階
に
相
当
す
る
注
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
生
陽
気
」
「
生
陰
気
」
と
し
、
「
生
」
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
一
勾
目
だ
け
に
「
動
出
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
後
文
を
見
る
と
「
陰
陽
含
字
、
沖
気
調
和
、
然
後
万
物
阜
成
、
故
云
三
生
万
物
」
と
あ
り
、
陰
陽
を
内
に
は
ら
み
、
沖
気
に
よ
っ
て
調
和
が
も
た
ら
さ
れ
て
万
物
が
大
い
に
生
じ
て
く
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
万
物
得
陰
陽
沖
気
生
成
之
故
、
故
負
抱
陰
陽
、
含
養
沖
気
、
以
為
柔
和
也
」
、
す
な
わ
ち
万
物
は
陰
陽
沖
気
と
い
う
生
成
の
基
礎
を
得
て
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
存
在
に
は
陰
陽
を
備
え
、
沖
気
を
内
包
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
柔
和
な
る
在
り
方
を
実
現
し
う
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
沖
陽
・
陰
の
三
気
が
万
物
を
生
み
出
す
基
礎
で
あ
り
、
生
み
出
さ
れ
た
存
在
を
支
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
陽
気
」
、
「
陰
気
」
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
「
生
ず
」
と
は
、
文
字
通
り
「
気
」
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
動
出
」
と
い
う
語
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
意
味
内
容
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
い
う
「
柔
和
」
と
は
、
生
物
が
生
き
て
い
る
醐
状
態
の
在
り
方
を
指
し
て
い
る
。
第
七
十
六
章
の
「
民
之
生
也
柔
弱
。
引
其
死
也
堅
強
」
の
御
注
に
は
「
生
之
柔
弱
、
和
気
全
也
。
死
之
堅
一
強
、
い
和
気
散
也
」
と
あ
り
、
和
気
が
存
在
に
備
わ
っ
て
い
る
か
否
か
が
、
に
そ
の
生
死
を
左
右
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
七
十
六
章
の
「
和
気
」
即
も
「
沖
気
」
・
「
沖
和
妙
気
」
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
川
ら
は
、
「
和
気
」
(
H
「
沖
気
」
)
が
万
物
の
生
存
を
支
え
る
重
要
な
要
以
素
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
し
か
し
①
に
「
於
生
物
之
理
明
日
未
足
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
沖
気
」
の
み
で
は
万
物
を
生
み
出
す
「る
こ
と
は
出
来
ず
、
生
成
が
な
さ
れ
る
に
は
陰
陽
の
二
気
が
発
生
し
、
臥
沖
気
と
合
わ
せ
て
三
つ
の
気
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
生
酢
物
の
理
」
に
お
い
て
十
分
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
生
物
が
起
こ
る
御
た
め
の
筋
道
が
ま
だ
完
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
縦
わ
れ
る
。
こ
の
、
陰
陽
の
気
と
沖
気
に
関
す
る
諸
々
の
記
述
か
ら
は
、
当
「
沖
気
」
が
諸
存
在
を
支
え
る
基
礎
で
あ
り
、
万
物
に
と
っ
て
の
実
糞
質
的
な
根
源
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
そ
の
点
で
、
生
成
の
過
程
と
し
遊
て
は
よ
り
具
体
化
さ
れ
た
陰
陽
の
気
と
は
必
ず
し
も
同
列
で
は
な
い
宗
と
考
え
ら
れ
る
。
酷
上
に
見
た
「
動
出
」
と
い
う
語
は
、
れ
て
い
る
。
ζ
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②
「
道
沖
而
用
之
、
或
似
不
盈
」
別
の
章
の
御
注
で
も
使
用
さ
言
道
動
出
沖
和
之
気
、
市
用
生
成
。
有
生
成
之
道
、
曾
不
盈
満
。
云
「
或
似
」
者
、
於
道
不
敢
正
言
。
(
道
動
き
て
沖
和
の
気
を
出
し
、
生
成
に
用
あ
る
を
言
、
っ
。
生
成
の
道
有
る
も
、
曾
て
盈
満
せ
ず
。
「
或
似
」
と
云
う
は
、
道
に
於
い
て
敢
て
正
言
せ
ざ
る
な
り
。
)
(
御
注
四
章
)
こ
こ
で
い
う
「
道
」
か
ら
「
動
出
」
さ
れ
る
「
沖
和
之
気
」
は
、
①
に
見
た
「
沖
和
妙
気
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
の
経
文
は
「
道
沖
に
し
て
之
を
用
う
」
で
あ
る
か
ら
、
「
沖
」
で
あ
る
の
も
「
用
い
る
」
の
も
主
語
は
「
道
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
御
注
の
「
道
動
出
沖
和
之
気
、
而
用
生
成
」
と
は
、
「
道
」
が
「
沖
和
の
気
」
を
生
み
出
し
て
生
成
が
起
こ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
道
」
が
「
沖
和
の
気
」
と
し
て
動
き
出
し
、
生
成
に
お
い
て
は
た
ら
き
を
な
す
と
い
う
意
味
。
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
う
ひ
と
つ
、
御
注
の
中
の
「
動
出
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
る
。
③
「
此
両
者
、
同
出
而
異
名
」
如
上
両
者
、
皆
本
於
道
、
故
云
同
也
。
動
出
応
用
、
隠
用
立
名
則
名
異
失
。
(
如
上
両
者
は
、
皆
道
に
本
づ
く
、
故
に
同
と
一
去
、
つ
な
り
。
動
出
応
用
し
、
用
に
随
い
名
を
立
つ
れ
ば
則
ち
名
異
な
る
。
)
(
御
注
・
一
章
)
こ
こ
で
は
、
「
動
出
応
用
」
と
い
う
表
現
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
前
文
に
は
、
「
可
道
」
と
「
可
名
」
、
「
無
名
」
と
「
有
名
」
、
「
無
欲
」
6
と
「
有
欲
」
が
各
々
対
比
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
両
者
」
と
は
6
そ
れ
ら
三
対
の
概
念
を
指
す
と
恩
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
皆
「
道
」
を
根
本
と
す
る
こ
と
を
経
文
の
「
同
」
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
々
の
在
り
方
で
現
れ
、
具
体
的
は
た
ら
き
を
為
し
、
名
を
立
て
る
こ
と
を
経
文
の
「
出
」
「
名
異
」
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
動
出
応
用
」
が
経
文
の
「
出
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
動
出
」
と
「
応
用
」
と
は
、
ほ
ほ
同
様
の
意
味
内
容
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
「
応
用
」
に
つ
い
て
は
、
④
「
無
名
天
地
之
始
、
有
名
万
物
之
母
」
無
名
者
、
妙
本
也
。
妙
本
見
気
、
権
輿
天
地
、
天
地
資
始
、
故
云
無
名
。
有
名
者
、
応
用
也
。
応
用
匠
成
、
茂
養
万
物
、
物
得
其
養
、
故
有
名
也
。
(
無
名
は
、
妙
本
な
り
。
妙
本
気
を
見
し
、
天
地
を
権
輿
し
、
天
地
資
り
て
始
む
、
故
に
無
名
と
云
う
。
有
名
は
、
応
用
な
り
。
応
用
匠
成
し
、
万
物
を
茂
養
し
、
物
其
の
養
を
得
、
故
に
有
名
な
り
。
)
(
同
上
)
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
万
物
の
始
め
で
あ
る
所
の
「
妙
本
」
す
な
わ
ち
「
無
名
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
妙
本
」
と
「
道
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
妙
本
」
を
単
に
万
物
の
根
本
と
捉
え
て
お
く
が
、
ヤ
」
こ
で
根
本
た
る
存
在
に
対
置
さ
れ
る
「
応
用
」
は
、
万
物
を
生
じ
養
う
具
体
的
な
用
(
は
た
ら
き
)
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
応
用
」
と
「
動
出
」
が
ほ
ぼ
同
内
容
の
こ
と
を
言
う
の
だ
と
す
れ
ば
、
③
は
①
・
②
に
述
べ
る
よ
う
な
「
動
出
」
の
意
味
が
物
を
「
生
」
み
出
す
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
傍
証
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
「
動
出
」
の
意
味
内
容
を
以
上
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
し
、
①
・
②
の
文
章
を
読
み
直
し
て
見
る
な
ら
ば
、
第
四
章
御
注
の
「
道
動
出
沖
和
之
気
、
而
用
生
成
」
は
「
道
」
が
「
沖
和
の
気
」
と
い
う
具
体
的
働
き
を
有
す
る
存
在
と
し
て
生
成
を
行
、
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
第
四
十
二
章
で
「
道
生
こ
の
「
生
」
字
だ
け
が
「
動
出
」
の
誇
で
述
べ
ら
れ
た
理
由
は
、
御
注
に
お
い
て
は
「
道
生
こ
を
、
「
道
」
が
「
沖
和
妙
気
」
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
と
し
て
で
は
な
く
、
「
道
」
が
「
沖
和
妙
気
」
と
し
て
は
た
ら
き
を
な
す
と
い
う
こ
と
と
し
て
解
釈
し
て
い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
、
「
沖
気
」
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
は
、
御
注
中
で
「
妙
用
」
・
「
道
用
」
・
「
沖
用
」
等
の
表
現
で
述
べ
ら
れ
る
。
⑤
「
昔
之
得
一
者
」
-
者
、
道
之
和
、
謂
沖
気
也
。
以
其
妙
用
在
物
為
一
、
故
調
之
一
一
制
。
(
一
は
、
道
の
和
、
沖
気
を
-
調
う
な
り
。
其
の
妙
用
の
物
に
在
り
て
一
為
る
を
以
て
、
故
に
之
を
一
と
謂
う
の
み
。
)
「
得
一
以
清
、
地
得
一
以
寧
、
神
得
一
以
護
、
谷
得
一
以
盈
、
万
物
得
一
以
生
、
侯
王
得
一
以
為
天
下
正
、
其
致
之
」
物
得
道
用
、
因
用
立
名
、
道
在
則
名
立
、
用
失
而
実
喪
失
。
故
天
清
、
地
寧
、
神
霊
、
谷
盈
、
皆
資
妙
用
以
致
之
、
故
云
「
其
致
之
」
。
(
物
道
の
用
を
得
て
、
用
に
因
り
て
名
を
立
つ
、
道
在
れ
ば
則
ち
名
立
ち
、
用
失
わ
れ
て
実
喪
わ
る
。
故
に
天
の
清
、
醐
地
の
寧
、
神
の
霊
、
谷
の
盈
、
皆
な
妙
用
を
資
り
て
以
て
之
を
引
致
す
、
故
に
「
其
致
之
」
と
云
う
。
)
(
御
注
・
コ
干
九
章
)
引
こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
こ
は
「
道
の
和
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
が
に
「
沖
気
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
こ
が
「
道
」
の
ひ
配
と
つ
の
側
面
と
し
て
「
和
」
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
そ
川
し
て
具
体
的
な
働
き
を
有
す
る
場
に
お
い
て
は
「
沖
気
」
と
し
て
現
μ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
o
そ
し
て
ま
た
、
経
文
怖
の
「
得
こ
を
、
御
注
は
「
道
」
の
「
妙
用
」
が
物
に
あ
っ
て
不
可
る
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
こ
が
物
そ
れ
自
体
の
本
質
で
臥
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
昨
そ
し
て
、
「
道
」
の
「
妙
用
」
は
後
文
で
は
「
道
用
」
と
称
さ
れ
る
。
御
天
が
清
く
、
地
が
寧
く
、
神
が
霊
に
、
谷
が
盈
に
あ
る
の
は
す
べ
て
雌
「
道
」
の
「
妙
」
な
る
「
用
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
倒
の
各
々
の
場
で
働
き
を
な
す
の
が
「
沖
気
」
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
演
ま
た
、
御
注
に
お
い
て
「
道
用
」
と
同
様
の
内
容
を
言
っ
と
思
わ
動
れ
る
も
の
に
、
「
沖
用
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
宗
⑥
「
万
物
侍
之
以
生
而
不
辞
、
功
成
不
名
有
」
配
言
万
物
侍
頼
沖
用
而
生
化
、
而
道
不
辞
以
為
労
、
功
用
備
成
、
不
名
己
有
。
(
言
、
っ
こ
こ
ろ
は
万
物
沖
用
を
侍
頼
し
て
生
化
し
、
而
し
て
道
は
辞
し
て
以
て
労
と
為
さ
ず
、
功
用
備
成
し
、
己
有
67 
と
名
づ
け
ず
。
)
(
御
注
・
三
十
四
章
)
「
老
子
」
第
三
十
四
章
冒
頭
の
一
句
は
「
大
道
汎
分
」
で
あ
る
か
ら
、
万
物
が
「
侍
む
」
の
は
「
大
道
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
御
注
は
「
沖
用
」
を
「
侍
頼
す
る
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
沖
用
」
と
は
「
道
」
の
生
成
の
具
体
的
な
働
き
で
あ
り
、
先
に
見
た
「
道
用
」
と
同
内
容
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
沖
用
」
・
「
道
用
」
と
は
「
道
」
に
と
っ
て
の
「
用
」
で
あ
り
、
「
沖
気
」
「
和
気
」
は
「
道
」
の
は
た
ら
き
が
現
れ
る
時
、
そ
の
働
き
を
担
う
具
体
的
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
、っ，。
さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
「
道
」
と
「
妙
本
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
市
営
谷
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
御
注
に
お
い
て
「
道
」
は
「
妙
本
」
の
「
妙
用
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
「
道
」
と
「
沖
気
」
「
沖
用
」
(
「
道
用
」
)
の
関
係
が
上
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
す
る
な
ら
ば
、
「
妙
本
」
の
「
用
」
と
し
て
の
「
道
」
と
い
う
記
述
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
第
一
章
の
御
注
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
⑦
「
道
可
道
、
非
常
道
。
名
可
名
、
非
常
名
。
」
道
者
虚
極
之
妙
用
、
名
者
物
得
之
所
係
。
用
可
於
物
、
故
云
可
道
。
名
生
於
用
、
故
云
可
名
。
応
用
且
元
方
、
則
非
常
於
一
道
。
物
殊
而
名
異
、
則
非
常
於
一
名
。
是
則
強
名
目
道
、
市
道
常
元
名
也
。
(
道
は
虚
極
の
妙
用
、
名
は
物
得
の
侍
す
る
所
な
り
。
68 
用
は
物
に
於
い
て
可
な
り
、
故
に
「
可
道
」
と
一
去
、
っ
。
名
は
用
に
生
ず
、
故
に
「
可
名
」
と
云
う
。
応
用
は
且
も
元
方
な
れ
ば
、
則
ち
一
道
を
常
と
す
る
に
非
ず
。
物
殊
り
て
名
異
な
れ
ば
、
則
ち
一
名
を
常
と
す
る
に
非
ず
。
是
れ
則
ち
強
い
て
名
づ
け
て
道
と
日
う
も
、
而
れ
ど
も
道
は
常
に
元
名
な
り
。
)
(
御
注
・
一
章
)
ま
ず
、
冒
頭
で
「
道
」
は
「
妙
用
」
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
「
用
」
と
は
物
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
妙
用
」
と
し
て
の
「
道
」
は
「
可
道
」
で
あ
り
、
ま
た
「
用
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
名
」
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
「
名
」
は
「
可
名
」
で
あ
る
。
物
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
「
用
」
の
在
り
方
に
は
限
り
が
鑑
い
の
で
、
は
た
ら
き
と
し
て
の
「
道
」
は
一
つ
の
固
定
的
な
在
り
方
を
取
る
こ
と
は
な
く
、
名
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
強
い
て
「
道
」
と
名
づ
け
て
は
い
る
が
、
「
道
」
は
「
無
名
」
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
以
上
が
文
章
の
大
意
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
「
道
」
の
「
用
」
と
し
て
の
側
商
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。そ
の
後
文
を
見
る
と
、
先
に
も
見
た
と
お
り
、
「
無
名
者
、
妙
本
也
」
「
有
名
、
応
用
也
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
前
文
に
お
い
て
「
道
」
が
「
無
名
」
で
あ
る
と
い
い
、
こ
こ
に
「
無
名
」
と
は
「
妙
本
」
の
こ
と
だ
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
「
妙
本
」
と
は
「
道
」
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
一
方
で
「
道
」
は
「
妙
用
」
で
も
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
道
」
は
「
妙
本
」
「
妙
用
」
い
ず
れ
の
性
格
も
有
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
無
名
」
で
あ
り
、
万
物
の
根
本
と
し
て
の
「
道
」
を
「
妙
本
」
と
称
し
、
「
有
名
」
で
あ
り
、
「
物
」
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
は
た
ら
き
を
現
す
「
道
」
を
「
妙
用
」
と
称
す
る
と
考
え
れ
ば
、
「
妙
用
」
で
あ
り
つ
つ
「
妙
本
」
で
も
あ
る
「
道
」
の
性
格
を
矛
盾
無
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
上
記
の
よ
う
な
関
係
性
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
恩
わ
れ
る
資
料
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
③
「
道
生
之
」
妙
本
動
用
降
和
気
。
(
妙
本
動
用
し
て
和
気
を
降
す
。
)
(
御
注
・
五
十
一
章
)
こ
こ
で
は
経
文
の
「
道
」
を
「
妙
本
」
と
言
い
換
え
、
「
生
」
を
「
動
用
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
「
動
用
」
が
「
動
出
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
第
四
章
・
四
十
二
章
御
注
の
「
道
動
出
沖
和
之
気
」
「
道
動
出
沖
和
妙
気
」
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
で
あ
る
。
「
妙
本
」
と
「
和
気
」
が
③
の
よ
う
な
文
章
で
述
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
妙
本
」
が
「
道
」
に
置
換
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
御
注
に
お
け
る
根
源
的
存
在
と
そ
の
作
用
と
は
、
畢
寛
「
妙
本
」
と
「
沖
用
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
検
討
し
た
「
道
」
と
「
沖
気
」
・
「
沖
用
」
の
関
係
、
「
道
」
と
「
妙
本
」
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
御
注
に
お
け
る
「
沖
気
」
は
「
道
」
か
ら
「
動
出
」
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
「
動
出
」
と
は
「
道
」
が
具
体
的
な
は
た
ら
き
と
し
て
現
れ
出
て
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
は
た
ら
き
は
「
沖
用
」
・
「
道
用
」
・
「
妙
用
」
等
と
称
輔
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
は
た
ら
き
と
し
て
現
れ
た
「
道
」
で
あ
る
こ
と
が
引
分
か
る
。
ま
た
、
⑦
に
よ
れ
ば
「
妙
本
」
と
は
「
道
」
の
こ
と
で
あ
い
る
。
す
な
わ
ち
、
御
注
の
「
道
」
は
「
妙
本
」
で
あ
り
か
っ
「
妙
用
」
じ
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
堀
池
氏
は
御
注
の
「
妙
本
」
則
の
性
格
に
は
矛
盾
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
御
注
の
「
道
」
と
い
附
う
語
は
、
根
源
と
し
て
の
「
道
」
、
作
用
と
し
て
の
「
道
」
い
ず
れ
μ
に
お
い
て
も
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
糊
し
た
が
っ
て
、
各
文
脈
ご
と
に
そ
の
「
道
」
の
用
例
を
区
別
せ
ず
に
「る
御
注
を
読
む
と
、
概
念
規
定
が
揺
ら
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
民
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
い
ず
れ
も
、
「
妙
本
」
と
航
「
道
」
、
あ
る
い
は
「
道
」
と
「
沖
気
」
と
い
っ
た
部
分
的
構
造
に
つ
御
い
て
の
み
抜
き
出
し
て
分
析
を
加
え
て
い
た
た
め
、
「
妙
本
」
と
「
沖
舶
用
」
が
根
本
と
そ
の
用
で
あ
り
、
「
道
」
は
そ
の
全
体
を
包
み
込
む
11
呼
称
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
全
体
的
構
造
を
把
握
し
て
い
倒
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
道岩山玄唐
二
、
御
注
・
御
疏
の
関
係
に
つ
い
て
9
御
注
と
御
疏
の
思
想
内
容
に
相
異
、
あ
る
い
は
矛
盾
が
あ
る
の
か
6
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
思
想
内
容
そ
の
も
の
の
比
較
分
析
か
ら
考
え
る
前
に
、
そ
も
そ
も
御
注
と
御
疏
と
が
い
つ
誰
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
、
要
谷
氏
の
先
行
研
究
に
基
づ
き
、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
思
、っ。
ま
ず
、
御
疏
は
そ
の
名
に
「
御
」
を
冠
す
る
も
の
の
、
玄
宗
自
身
の
手
に
成
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
①
二
十
年
春
、
奉
救
撰
龍
門
公
宴
詩
序
、
賜
絹
百
疋
。
延
入
集
賢
院
、
修
老
子
道
徳
経
疏
、
行
於
天
下
。
(
二
十
年
春
、
救
を
奉
じ
て
龍
門
公
宴
詩
序
を
撰
し
、
絹
百
疋
を
賜
る
。
延
か
れ
て
集
賢
院
に
入
り
、
老
子
道
徳
経
疏
を
修
め
、
天
下
に
行
わ
る
。
)
(
『
顔
魯
公
集
』
巻
十
四
・
「
贈
尚
書
左
僕
射
博
陵
崖
孝
公
宅
随
室
銘
記
」
)
②
集
賢
注
記
、
開
元
二
十
年
九
月
、
左
常
侍
崖
河
入
院
修
撰
、
与
道
士
王
虚
正
・
越
仙
甫
、
井
諸
学
士
参
議
、
修
老
子
疏
。
(
集
賢
注
記
に
、
関
元
二
十
年
九
月
、
左
常
侍
崖
河
院
に
入
り
て
修
撰
し
、
道
士
王
鹿
正
・
越
仙
甫
と
、
井
び
に
諸
学
士
と
参
議
し
、
老
子
疏
を
修
む
。
)
(
『
玉
海
』
巻
五
十
二
一
、
老
子
)
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
琉
は
集
賢
院
の
学
士
と
道
士
ら
が
玄
宗
の
意
を
受
け
て
撰
述
し
た
奉
勅
撰
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
御
注
に
つ
い
て
は
、
委
谷
氏
は
玄
宗
の
自
著
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
③
朕
誠
寡
薄
、
嘗
感
斯
文
、
猿
承
宥
後
之
慶
、
恐
失
無
為
之
理
、
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毎
因
清
宴
、
机
叩
玄
閥
、
随
所
意
得
、
遂
為
袋
注
。
(
朕
誠
に
寡
薄
な
る
も
、
嘗
て
斯
の
文
に
感
じ
、
狼
り
に
有
後
の
慶
を
承
け
、
無
為
の
理
を
失
う
を
恐
る
、
毎
に
清
宴
に
因
り
、
輔
ち
玄
関
を
叩
き
、
意
の
得
る
所
に
随
い
て
、
遂
に
築
注
を
為
す
)
(
易
州
開
元
観
御
注
道
徳
真
経
随
)
③
に
よ
れ
ば
、
玄
宗
自
身
が
『
老
子
』
の
理
解
に
努
め
、
得
た
内
容
を
注
と
し
て
著
し
た
と
あ
り
、
委
谷
氏
の
言
、
つ
よ
う
に
、
御
注
に
つ
A
M
)
 
い
て
は
玄
宗
の
自
著
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
注
疏
の
撰
述
者
に
つ
い
て
は
以
上
見
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
古
賀
谷
氏
は
御
注
・
御
疏
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
御
注
は
、
易
州
開
元
観
に
建
て
ら
れ
た
御
注
道
徳
真
経
随
に
刻
さ
れ
た
勅
文
末
に
「
開
元
廿
年
十
二
月
十
四
日
」
の
紀
年
が
あ
る
の
で
、
開
元
二
十
年
に
は
完
成
し
て
い
た
事
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
御
疏
の
撰
述
は
、
資
料
①
・
②
を
参
考
に
す
れ
ば
、
開
元
二
十
年
に
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
下
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
御
疏
は
開
元
二
十
三
年
に
は
完
成
し
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
注
・
疏
は
そ
ろ
っ
て
公
卿
士
庶
道
士
・
僧
ら
に
頒
示
さ
れ
、
そ
の
是
非
が
検
討
さ
れ
た
ら
し
い
。
③
(
開
元
)
二
十
三
年
=
一
月
発
未
、
親
注
老
子
、
井
修
疏
義
人
巻
、
及
至
開
元
文
字
音
義
=
一
十
巻
、
頒
一
不
公
卿
土
庶
及
道
釈
二
門
、
聴
直
言
可
否
。
(
二
十
三
年
三
一
月
突
未
、
親
か
ら
老
子
に
注
し
、
井
せ
て
疏
義
人
巻
を
修
め
、
及
び
開
元
文
字
音
義
三
十
巻
に
至
る
ま
で
、
公
卿
士
庶
及
道
釈
二
門
に
頒
示
し
、
可
否
を
直
言
す
る
を
聴
す
。
)
(
『
冊
府
元
亀
』
巻
五
十
=
一
・
帝
王
尚
黄
老
)
武
内
義
雄
時
は
、
翌
開
元
二
十
一
年
に
有
名
な
「
老
子
』
家
蔵
の
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
に
御
注
が
世
に
出
た
も
の
と
考
え
る
が
、
菱
谷
氏
は
前
述
の
資
料
④
等
の
資
料
に
基
づ
き
、
御
注
は
一
度
完
成
し
た
後
し
ば
ら
く
玄
宗
の
手
元
に
留
め
ら
れ
、
疏
が
完
成
す
る
の
を
待
っ
て
注
目
疏
同
時
に
頒
布
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
「
当
初
か
ら
御
注
と
御
疏
は
一
対
の
も
の
と
し
て
世
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
碑
文
を
確
認
す
る
と
、
「
開
一
冗
廿
六
年
歳
次
戊
寅
十
月
乙
丑
朔
八
日
壬
辰
奉
勅
建
」
と
あ
り
、
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
疏
が
完
成
し
た
と
恩
わ
れ
る
開
元
二
十
三
年
よ
り
も
後
で
あ
る
か
ら
、
碑
文
の
内
容
も
奏
谷
氏
の
主
張
と
矛
盾
し
な
い
。
た
だ
し
武
内
氏
が
指
摘
す
る
、
開
元
二
十
一
年
の
『
老
子
』
家
蔵
の
令
で
家
蔵
さ
れ
た
の
が
御
注
で
は
な
か
っ
た
と
明
言
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
御
注
が
御
疏
に
先
だ
っ
て
頒
布
さ
れ
な
か
っ
た
と
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
両
書
の
頒
布
時
期
に
関
し
て
、
婆
谷
氏
の
結
論
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
と
は
い
え
、
異
な
る
人
間
の
手
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
書
か
れ
た
御
疏
と
御
注
と
が
共
に
そ
の
内
容
を
検
討
さ
れ
た
と
言
う
指
摘
は
重
要
で
あ
り
、
両
者
の
思
想
的
な
関
連
を
考
え
る
上
で
重
視
し
て
よ
い
事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
御
注
・
御
疏
の
思
想
的
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
褒
谷
氏
は
上
述
の
よ
う
な
御
注
と
御
疏
と
の
成
立
過
程
か
ら
考
え
て
、
「
当
然
か
な
り
密
接
な
聯
関
性
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
両
者
酬
の
聞
に
存
在
す
る
相
異
も
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
訂
正
と
述
べ
る
。
引
菱
谷
氏
は
、
御
疏
が
御
注
の
意
義
を
順
次
敷
桁
解
釈
す
る
と
い
う
方
如
法
で
は
な
く
直
接
経
文
を
解
釈
す
る
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
に
ま
た
御
疏
は
「
御
注
の
立
場
に
沿
い
な
が
ら
も
よ
り
道
教
教
理
に
即
則
し
た
立
場
か
ら
敷
街
し
よ
う
と
い
う
傾
向
を
強
く
見
せ
る
」
こ
と
を
帥
指
摘
す
る
。
は
菱
谷
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
御
注
と
御
疏
と
で
は
、
解
釈
の
傾
糊
向
に
相
異
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
御
疏
中
に
は
、
「
注
「る
云
」
と
し
て
御
注
を
引
用
す
る
部
分
が
=
一
十
四
カ
所
(
婆
谷
氏
は
臥
三
十
三
例
と
指
摘
)
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
半
が
注
文
の
語
句
の
出
批
典
の
明
示
、
あ
る
い
は
訓
話
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
奏
合
氏
は
御
御
疏
が
御
注
を
敷
街
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
帖
る
。
j
j
し
か
し
、
た
し
か
に
御
疏
は
御
注
そ
の
も
の
を
逐
一
敷
街
解
釈
し
其
て
は
い
な
い
が
、
御
疏
が
御
注
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
点
に
関
し
陪
て
は
、
む
し
ろ
両
者
の
密
接
な
思
想
的
関
連
性
を
示
す
も
の
に
数
え
宗
て
よ
い
の
で
は
無
い
か
と
思
わ
れ
る
。
酪
⑤
注
云
行
険
而
不
失
其
信
者
、
周
易
吹
卦
辞
也
。
(
注
に
云
う
「
行
険
に
し
て
其
の
信
を
失
わ
ず
」
と
は
、
周
易
一
攻
卦
の
辞
な
り
。
)
(
御
疏
・
第
八
章
)
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⑥
夫
上
徳
潜
速
、
無
為
而
理
、
淳
撲
不
散
、
故
無
名
迩
。
今
言
上
徳
無
為
者
、
但
含
苧
淳
撲
、
適
白
紙
…
為
、
非
知
無
為
之
美
、
而
為
此
無
為
、
故
云
而
無
以
為
。
量
惟
無
迩
可
粉
。
抑
亦
無
心
自
化
、
故
注
云
此
心
迩
倶
無
為
突
。
(
夫
れ
上
徳
は
潜
運
し
、
無
為
に
し
て
理
め
、
淳
撲
散
ぜ
ず
、
故
に
名
漣
無
し
。
今
「
上
徳
無
為
」
と
言
う
は
、
但
だ
淳
撲
を
含
苧
し
、
自
ら
無
為
な
る
に
適
う
、
無
為
の
美
を
知
る
に
は
非
ず
し
て
、
此
の
無
為
を
為
す
、
故
に
「
而
し
て
以
て
為
す
無
し
」
と
云
う
。
蛍
に
惟
だ
漣
の
狩
る
べ
き
無
き
ゃ
。
抑
そ
も
亦
た
無
心
に
し
て
自
ら
化
す
、
故
に
注
に
「
此
の
心
紘
一
倶
に
為
す
無
し
」
と
云
。
)
(
御
疏
・
第
三
十
八
章
)
官
官
谷
氏
は
、
御
疏
が
御
注
を
敷
街
解
釈
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
御
注
と
の
相
補
関
係
に
お
い
て
経
文
の
解
釈
を
提
示
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
る
。
実
際
に
⑤
・
⑥
の
御
疏
を
見
る
と
、
御
注
の
発
言
を
前
提
と
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
他
の
部
分
で
も
、
御
注
と
は
異
な
る
説
と
並
列
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
御
注
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
見
出
せ
な
い
。
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
御
疏
の
撰
述
者
の
立
場
と
し
て
は
、
御
注
の
解
釈
を
踏
み
越
え
な
い
よ
う
、
}
定
の
配
慮
が
為
さ
れ
て
い
た
と
い
う
推
測
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か。
72 
、
御
疏
に
お
け
る
「
沖
気
」
・
「
沖
用
」
で
は
次
に
、
実
際
に
御
疏
の
資
料
を
検
討
し
、
御
注
と
の
聞
に
思
想
的
な
相
異
が
あ
る
の
か
杏
か
を
考
え
て
み
た
い
。
①
「
道
生
一
、
一
生
二
、
二
生
=
一
、
三
生
万
物
」
道
者
虚
極
之
神
{
示
、
一
者
沖
和
之
精
気
、
生
者
動
出
也
。
言
道
動
出
和
気
、
以
生
於
物
、
然
応
化
之
理
由
自
未
足
、
更
生
陽
気
、
積
陽
気
以
就
一
、
故
調
之
二
也
。
純
陽
又
不
能
、
更
生
陰
気
、
積
陰
就
二
、
故
謂
之
三
。
生
万
物
者
、
陰
陽
交
泰
、
沖
和
化
醇
、
則
選
生
庶
葉
也
。
(
道
は
虚
極
の
神
宗
、
一
は
沖
和
の
精
気
、
生
と
は
「
動
出
」
な
り
。
一
吉
田
う
こ
こ
ろ
は
道
和
気
を
動
出
し
、
以
て
物
を
生
ぜ
ん
と
す
、
然
る
に
応
化
の
理
未
だ
足
ら
ざ
る
に
自
由
り
、
更
に
陽
気
を
生
じ
、
陽
気
を
積
み
て
以
て
一
に
就
く
、
故
に
之
を
こ
と
謂
う
な
り
。
純
陽
又
た
能
わ
ず
、
更
に
陰
気
を
生
ず
、
陰
を
積
み
て
二
に
就
く
、
故
に
之
を
三
と
謂
う
。
万
物
を
生
ず
る
は
、
陰
陽
交
泰
し
、
沖
和
化
醇
す
れ
ば
、
則
ち
遍
く
庶
棄
を
生
ず
る
な
り
。
)
(
御
疏
・
四
十
二
章
)
御
注
が
「
沖
気
」
・
「
沖
和
妙
気
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
御
疏
は
「
沖
和
之
精
気
」
と
し
て
お
り
垣
間
棄
は
や
や
異
な
る
が
、
御
疏
も
御
注
同
様
、
経
文
の
一
句
目
の
「
生
」
を
「
動
出
」
の
語
で
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
道
生
こ
の
「
生
」
字
の
み
「
動
出
」
と
解
釈
し
、
ほ
か
の
「
生
」
字
は
そ
の
ま
ま
「
生
ず
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
も
御
注
と
同
様
で
あ
る
。
「
道
」
か
ら
「
万
物
」
の
生
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
ま
ず
「
道
」
か
ら
「
和
気
」
の
「
動
出
」
が
起
こ
り
、
次
い
で
陽
気
が
、
そ
の
次
に
陰
気
が
生
じ
、
陰
陽
沖
和
の
三
気
の
作
用
に
よ
っ
て
諸
物
が
生
じ
て
く
る
と
す
る
点
は
御
注
と
同
様
で
あ
る
。
御
注
が
「
沖
気
」
の
み
で
は
生
成
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
陰
陽
を
生
ず
る
と
い
う
こ
と
を
い
う
際
、
「
生
物
之
理
未
足
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
同
じ
部
分
を
御
疏
は
「
応
化
之
理
由
自
未
足
」
と
述
べ
る
。
「
応
化
」
と
い
う
語
は
御
疏
中
こ
こ
に
の
み
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、
「
化
」
は
、
こ
こ
で
は
万
物
の
生
成
変
化
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
「
応
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
応
じ
て
は
た
ら
き
を
な
す
事
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
万
物
の
生
成
変
化
に
対
し
具
体
的
な
は
た
ら
き
で
も
っ
て
応
じ
て
い
く
に
は
「
沖
気
」
の
み
で
は
十
分
で
な
く
、
陽
気
と
陰
気
が
生
じ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
表
現
は
一
部
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
大
意
は
御
注
と
そ
れ
ほ
ど
隔
た
り
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
万
物
の
生
成
に
関
し
て
、
御
疏
は
ほ
ぼ
御
注
の
考
え
方
を
襲
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
「
動
出
」
の
語
に
よ
っ
て
関
連
付
け
ら
れ
る
「
道
」
と
「
沖
気
」
の
関
係
に
つ
い
て
も
御
疏
は
御
注
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
以
下
の
資
料
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
②
「
道
沖
而
用
之
、
或
似
不
盈
。
」
沖
、
虚
也
、
謂
道
以
沖
虚
為
用
也
。
夫
和
気
沖
虚
、
故
為
道
用
。
用
生
万
物
、
物
被
其
功
。
論
功
則
物
疑
其
光
大
、
語
沖
則
道
曾
不
盈
満
、
而
妙
本
深
静
、
常
為
万
物
之
{
示
。
云
「
或
似
」
者
、
輔
道
非
有
法
、
故
不
正
言
爾
、
他
皆
倣
此
O
(
沖
は
、
虚
な
り
、
引
道
沖
虚
を
以
て
用
と
為
す
を
謂
う
な
り
。
夫
れ
和
気
は
沖
虚
、
い
故
に
道
の
用
と
為
す
。
万
物
を
生
ず
る
に
用
あ
り
、
物
其
の
-
に
功
を
被
る
。
功
を
論
ず
れ
ば
則
ち
物
疑
り
て
其
れ
光
大
た
り
、
刷
沖
を
語
れ
ば
則
ち
道
曾
て
盈
満
せ
ず
、
而
し
て
妙
本
は
深
静
向叩日
に
し
て
、
常
に
万
物
の
宗
為
り
。
「
或
似
」
と
云
う
は
、
道
は
μ
有
法
に
非
ず
、
故
に
正
言
せ
ざ
る
の
み
、
他
皆
な
此
に
倣
う
。
)
糊
(
御
疏
四
章
)
「る
御
疏
は
経
文
の
「
沖
」
を
「
虚
」
で
あ
る
と
解
し
た
上
で
、
道
が
「
沖
臥
虚
」
な
る
在
り
方
で
そ
の
「
用
」
を
な
す
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
「
和
恥
気
」
は
「
沖
虚
」
で
あ
る
が
故
に
「
道
用
」
と
な
る
と
述
べ
る
の
で
御
あ
る
か
ら
、
「
和
気
」
が
「
道
」
の
は
た
ら
き
を
な
す
も
の
で
あ
る
納
こ
と
が
分
か
る
。
「
道
用
」
と
い
う
語
は
、
さ
き
に
見
た
第
三
十
九
ヨ
章
の
御
注
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
御
注
で
は
「
沖
用
」
と
共
に
「
道
」
演
の
具
体
的
な
は
た
ら
き
の
こ
と
を
い
う
。
②
の
「
道
用
」
も
そ
れ
と
遊
同
じ
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
「
道
」
の
は
た
ら
き
宗
を
担
う
も
の
が
「
和
気
」
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
酷
御
疏
の
「
道
」
と
「
沖
気
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
は
、
以
下
の
資
料
も
参
考
に
な
る
。
3
 
7
③
「
和
其
光
、
同
其
塵
、
湛
令
似
或
存
」
道
之
沖
用
、
於
物
不
遣
、
在
光
則
与
光
為
一
、
在
塵
則
与
塵
為
一
。
無
所
不
在
、
所
在
常
無
。
沖
用
則
可
混
光
座
、
妙
本
則
湛
然
不
雑
、
故
云
似
或
也
。
(
道
の
沖
用
、
物
に
於
い
て
遣
さ
ず
、
光
に
在
り
て
は
則
ち
光
と
一
と
為
り
、
盛
に
在
り
て
は
則
ち
塵
と
一
と
為
る
。
在
ら
ざ
る
所
無
く
、
在
る
所
常
に
無
た
り
。
沖
用
は
別
ち
光
塵
に
混
ず
ベ
く
、
妙
本
は
則
ち
湛
然
と
し
て
雑
え
ず
、
故
に
「
似
或
」
と
云
う
な
り
。
)
(
御
疏
・
四
章
)
こ
こ
で
は
、
「
沖
用
」
に
「
道
之
」
と
い
う
語
を
冠
し
、
「
沖
用
」
が
「
道
」
の
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
沖
用
」
す
な
わ
ち
「
用
」
と
し
て
の
「
道
」
は
「
光
」
に
あ
っ
て
は
「
光
」
と
一
体
で
あ
り
、
「
塵
」
に
あ
っ
て
は
「
塵
」
と
一
体
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
在
り
、
い
か
な
る
場
所
で
も
常
に
無
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
沖
用
」
が
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
混
雑
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
妙
本
」
は
湛
然
と
静
ま
り
か
え
っ
て
物
と
交
わ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
根
本
と
作
用
と
し
て
対
置
さ
れ
て
い
る
の
は
「
妙
本
」
と
「
沖
用
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
「
妙
本
」
「
道
」
「
沖
用
」
一
一
一
者
の
構
造
は
御
注
に
見
た
も
の
と
同
様
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
御
疏
に
は
、
御
注
に
は
な
い
語
棄
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
「
沖
気
」
は
、
御
疏
に
お
い
て
は
「
道
気
」
と
い
う
語
で
も
表
現
さ
れ
る
。
④
一
者
、
沖
和
之
気
也
、
称
為
一
者
、
以
其
与
物
合
同
、
古
今
不
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二
、
是
謂
之
一
。
故
易
繋
辞
目
、
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
、
蓋
明
道
気
在
陰
与
陰
合
一
、
在
陽
与
陽
合
一
爾
。
(
一
は
、
沖
和
の
気
な
り
、
称
し
て
一
と
為
す
は
、
其
の
物
と
合
同
し
て
、
古
今
不
二
な
る
を
以
て
、
是
れ
之
を
一
と
謂
う
。
故
に
易
繋
辞
に
、
「
一
陰
一
陽
之
を
道
と
謂
う
」
と
日
う
は
、
蓋
し
道
気
陰
に
在
り
て
は
陰
と
合
一
し
、
陽
に
在
り
て
は
陽
と
合
一
す
る
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
。
)
(
御
疏
・
=
一
十
九
章
)
前
半
で
「
こ
が
「
沖
和
の
気
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
物
と
合
同
し
て
不
離
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
後
文
で
「
陰
」
に
あ
っ
て
は
「
陰
」
と
一
体
で
あ
り
、
「
陽
」
に
あ
っ
て
は
「
陽
」
と
一
体
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
道
気
」
と
同
じ
も
の
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
道
気
」
が
御
注
に
は
な
く
御
疏
に
の
み
見
え
る
【
M
-
語
で
あ
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
内
容
か
ら
考
え
れ
ば
、
具
体
的
は
た
ら
き
を
備
え
た
「
沖
気
」
と
し
て
の
「
道
」
の
側
面
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
御
注
の
「
沖
気
」
を
違
う
表
現
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
御
疏
が
御
注
に
見
え
な
い
語
や
解
釈
方
法
を
採
る
こ
と
に
関
し
て
は
御
疏
の
注
釈
方
針
、
お
よ
び
玄
宗
以
前
の
『
老
子
』
解
釈
と
の
関
わ
り
と
も
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
検
討
し
な
い
。
次
に
「
道
」
と
「
妙
本
」
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
や
は
り
御
注
で
述
べ
る
所
と
同
様
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
⑤
「
道
生
之
、
徳
畜
之
」
道
生
之
者
、
言
自
然
沖
和
之
宗
、
陶
冶
万
物
、
物
得
以
生
、
故
云
「
道
生
之
」
。
注
云
「
妙
本
動
用
降
和
呆
」
者
、
妙
本
、
道
也
。
至
道
降
来
、
為
物
根
本
、
故
称
妙
本
。
(
「
道
生
之
」
と
は
、
言
う
こ
こ
ろ
は
自
然
沖
和
の
来
、
万
物
を
陶
冶
し
、
物
得
て
以
て
生
ず
、
故
に
「
道
生
之
」
と
云
う
。
注
に
「
妙
本
動
用
降
和
呆
」
と
云
う
は
、
妙
本
は
、
道
な
り
。
至
道
元
日
を
降
し
、
物
の
根
本
と
為
る
、
故
に
妙
本
と
称
す
。
)
(
御
疏
・
五
十
一
章
)
こ
こ
で
は
、
御
注
の
内
容
を
引
用
し
、
御
注
に
い
う
「
妙
本
」
が
『
老
子
』
経
文
の
「
道
」
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
至
道
」
が
気
と
し
て
降
っ
て
万
物
の
根
本
と
な
る
こ
と
か
ら
「
妙
本
」
と
称
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
ぺ
妙
本
」
と
は
根
本
と
し
て
の
「
道
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
は
、
御
疏
に
お
け
る
「
妙
本
」
「
道
」
「
沖
用
」
の
各
概
念
の
意
味
内
容
と
相
互
の
関
係
は
、
御
注
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
も
の
と
同
様
で
あ
り
、
「
道
気
」
の
よ
う
に
御
琉
に
し
か
見
え
な
い
語
棄
を
使
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
構
造
は
御
注
で
述
べ
る
と
こ
ろ
と
変
わ
り
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
「
妙
本
」
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
一
言
え
ば
、
御
注
と
御
疏
と
の
聞
に
矛
盾
は
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
四
、
御
疏
の
「
本
漣
」
開
以
上
の
検
討
結
果
の
よ
う
に
、
「
妙
本
」
と
「
沖
気
」
・
「
沖
用
」
引
が
い
ず
れ
も
「
道
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
妙
本
」
が
「
道
」
の
上
位
巾
概
念
で
は
な
い
と
す
る
と
、
改
め
て
「
妙
本
」
概
念
の
意
義
に
つ
い
に
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
堀
池
氏
は
、
御
注
の
「
妙
本
」
は
玄
宗
自
則
身
を
投
影
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
至
高
性
を
象
徴
す
る
こ
と
を
主
附
目
的
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
論
理
的
整
合
性
に
は
欠
け
る
も
の
は
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
御
注
に
対
し
御
疏
は
、
「
妙
本
」
怖
を
「
純
粋
に
哲
学
的
な
」
も
の
と
し
て
扱
い
、
「
妙
本
」
と
「
道
」
る
と
を
一
貫
し
て
同
じ
も
の
と
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
御
注
目
叫
の
「
妙
本
」
の
み
に
玄
宗
自
身
の
意
図
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
航
る
が
、
御
注
と
御
疏
と
の
聞
に
「
妙
本
」
に
関
す
る
思
想
的
差
異
が
御
な
く
、
い
ず
れ
も
「
妙
本
」
と
は
「
道
」
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
以
帖
上
、
据
池
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
ヰ
官
官
谷
氏
は
、
御
疏
は
『
老
子
』
の
「
道
法
自
然
」
を
巡
る
道
仏
間
島
の
論
争
に
対
し
、
「
自
然
」
を
「
妙
本
の
「
性
」
、
「
道
」
を
「
妙
本
蹴
の
功
用
」
と
す
る
こ
と
で
「
自
然
」
が
「
道
」
に
上
位
す
る
も
の
で
宗
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
ま
た
成
玄
英
の
よ
う
に
「
自
然
」
を
「
本
」
、
酷
「
道
」
を
「
漣
」
と
す
る
よ
う
な
本
迩
説
を
ぬ
棄
し
よ
う
と
し
た
の
5
で
あ
り
、
御
注
に
も
同
様
の
関
心
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
し
7
か
し
、
た
し
か
に
御
疏
は
「
自
然
」
を
「
本
」
、
「
道
」
を
「
迩
」
と
は
し
な
い
も
の
の
、
「
妙
本
」
と
「
道
」
に
関
す
る
文
章
で
は
「
本
」
「
迩
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
御
疏
中
に
見
え
る
本
遮
説
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
①
「
此
両
者
、
同
出
而
異
名
」
此
者
指
上
事
也
。
両
者
謂
可
道
可
名
、
無
名
有
名
、
無
欲
有
欲
。
各
自
其
両
、
故
云
両
者
。
倶
棄
妙
本
、
故
云
自
本
而
降
、
随
用
立
名
、
則
名
異
実
。
(
此
と
は
上
事
を
指
す
な
り
。
両
者
と
は
可
道
可
名
、
無
名
有
名
、
無
欲
有
欲
を
謂
う
。
各
お
の
自
ら
其
れ
両
、
故
に
両
者
と
云
う
。
倶
に
妙
本
よ
り
菓
く
、
故
に
云
う
本
自
り
し
て
降
り
、
用
に
随
い
名
を
立
つ
れ
ば
、
則
ち
名
異
る
と
。
)
「
向
調
之
玄
」
玄
深
妙
也
。
白
出
而
論
則
名
異
、
是
従
本
而
降
迩
也
。
自
同
而
論
則
深
妙
、
是
摂
迩
以
帰
本
也
。
帰
本
則
深
妙
、
故
謂
之
玄
。
(
玄
は
深
妙
な
り
。
出
自
り
し
て
論
ず
れ
ば
則
ち
名
異
る
、
是
れ
本
従
り
し
て
誠
一
に
降
る
な
り
。
同
自
り
し
て
論
ず
れ
ば
則
ち
深
妙
、
是
れ
迩
を
摂
め
て
以
て
本
に
帰
す
な
り
。
本
に
帰
す
れ
ば
則
ち
深
妙
、
故
に
之
玄
と
謂
う
。
)
(
御
疏
・
第
一
章
)
御
注
で
は
、
①
傍
線
部
に
相
当
す
る
内
容
を
「
皆
本
於
道
、
動
出
応
用
、
随
用
立
名
則
名
異
失
」
と
述
べ
て
い
た
。
御
注
に
「
動
出
応
用
」
に
作
る
部
分
を
、
御
疏
は
「
自
本
而
降
」
に
作
る
。
「
自
本
而
降
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
に
は
後
文
「
同
6
謂
之
玄
」
の
御
疏
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
御
注
「
出
則
名
異
、
同
7
則
謂
玄
、
玄
深
妙
也
」
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
出
」
と
い
う
観
点
か
ら
論
ず
れ
ば
名
が
異
な
る
、
こ
れ
は
「
本
」
か
ら
「
遮
」
に
降
る
こ
と
で
あ
る
。
「
同
」
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
れ
ば
奥
字
、
玄
妙
で
あ
る
、
こ
れ
は
遮
を
お
さ
め
て
本
に
帰
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
御
注
は
経
文
の
「
出
」
字
を
「
動
出
」
と
い
う
語
で
解
釈
を
行
い
、
そ
れ
は
「
道
」
が
個
別
具
体
的
な
は
た
ら
き
と
し
て
現
れ
出
て
く
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
一
方
御
疏
は
、
個
々
の
は
た
ら
き
が
生
じ
、
各
々
が
異
な
る
名
を
有
す
る
こ
と
を
「
本
」
か
ら
「
遮
」
に
降
る
こ
と
と
し
、
そ
の
逆
を
「
本
」
に
帰
す
こ
と
と
す
る
。
①
の
前
半
に
い
う
「
本
」
と
は
「
妙
本
」
、
「
迩
」
は
「
可
道
」
以
下
の
六
者
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
か
ら
、
根
本
と
し
て
の
「
道
」
を
「
本
」
、
そ
の
具
体
的
現
れ
を
「
漣
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
「
本
」
と
「
迩
」
の
関
係
は
、
御
注
で
「
動
出
」
の
語
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
根
本
と
し
て
の
「
道
」
と
そ
の
現
れ
と
の
関
係
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
の
資
料
も
そ
う
し
た
内
容
を
述
べ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
②
「
惚
今
悦
今
、
其
中
有
象
」
此
明
降
生
本
謹
也
。
惚
無
也
。
悦
有
也
。
兆
見
日
象
。
妙
本
錘
物
、
故
調
之
惚
。
生
化
有
形
、
故
謂
之
悦
。
斯
則
自
無
而
降
有
。
其
中
兆
見
、
一
切
物
象
従
本
而
降
漣
也
。
(
此
れ
降
り
て
本
迩
を
生
ず
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
惚
は
無
な
り
。
悦
は
有
な
り
。
兆
見
を
象
と
目
、
っ
。
妙
本
は
無
物
、
故
に
之
を
惚
と
謂
う
。
生
化
は
有
形
、
故
に
之
を
悦
と
謂
う
。
斯
れ
則
ち
無
自
り
し
て
有
に
降
り
、
其
の
中
に
兆
見
わ
る
、
一
切
の
物
象
は
本
従
り
し
て
迩
に
降
る
な
り
。
)
(
御
疏
・
第
二
十
一
章
)
こ
こ
で
は
、
経
文
の
「
惚
」
と
「
悦
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
無
」
と
「
有
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
妙
本
」
と
「
生
化
」
と
し
、
「
無
」
か
ら
「
有
」
へ
と
降
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
妙
本
」
が
「
生
化
」
と
い
う
は
た
ら
き
を
現
す
こ
と
を
「
従
本
而
降
迩
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
①
②
か
ら
見
る
と
、
本
迩
と
い
う
御
注
に
は
な
い
論
理
を
使
用
し
つ
つ
も
、
御
疏
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
構
造
は
、
や
は
り
御
注
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
で
は
、
葵
谷
氏
の
王
張
の
論
拠
で
あ
る
第
二
十
五
章
の
御
疏
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
③
圭
一
回
道
之
為
法
自
然
、
非
復
倣
自
然
也
。
若
如
惑
者
之
難
、
以
道
法
救
於
自
然
、
是
則
域
中
有
五
大
、
非
四
大
也
。
又
引
西
昇
経
云
、
「
虚
無
生
自
然
、
自
然
生
道
」
、
則
以
道
為
虚
無
之
孫
、
自
然
之
子
、
妄
生
先
後
之
義
、
以
{
疋
尊
卑
之
目
、
塞
源
抜
本
、
倒
置
何
深
。
且
常
試
論
日
、
虚
無
者
妙
本
之
体
、
体
非
有
物
、
故
日
虚
無
。
自
然
者
妙
本
之
性
、
性
非
造
作
、
故
日
自
然
。
道
者
妙
本
之
功
用
、
所
謂
強
名
、
無
非
通
生
、
故
調
之
道
。
幻
体
用
名
、
即
謂
之
虚
無
自
然
道
爾
。
尋
其
所
以
、
即
一
妙
本
。
復
何
所
相
法
数
乎
。
則
知
惑
者
之
難
、
不
詣
夫
玄
鍵
失
。
(
言
う
こ
こ
ろ
は
道
の
自
然
に
法
る
と
為
す
は
、
復
た
自
然
に
倣
う
に
は
非
ざ
る
な
り
。
若
し
惑
者
の
難
の
如
け
れ
ば
、
以
え
ら
く
道
自
醐
然
に
法
放
す
、
是
れ
則
ち
域
中
に
五
大
有
り
、
四
大
に
非
ざ
る
引
な
り
。
又
た
西
昇
経
を
引
き
て
云
う
、
「
虚
盤
自
然
を
生
じ
、
引
自
然
道
を
生
ず
」
と
は
、
則
ち
道
を
以
て
虚
鉦
の
孫
、
自
然
の
に
子
と
為
し
、
妄
り
に
先
後
の
義
を
生
じ
、
以
て
尊
卑
の
目
を
定
則
め
、
源
を
塞
ぎ
本
を
抜
き
、
倒
置
す
る
こ
と
何
ぞ
深
き
ゃ
。
且
ぬ叩日
つ
常
試
み
に
論
じ
て
日
く
、
虚
担
は
妙
本
の
体
、
体
は
物
有
る
μ
に
非
ず
、
故
に
虚
無
と
日
う
。
自
然
は
妙
本
の
性
、
性
は
造
作
聞
に
非
ず
、
故
に
自
然
と
目
、
っ
。
道
は
妙
本
の
功
用
、
所
謂
強
名
る
な
り
、
通
生
せ
ざ
る
無
し
、
故
に
之
を
道
と
謂
う
。
幻
体
用
名
、
臥
即
ち
之
を
虚
無
・
自
然
・
道
と
謂
う
の
み
。
其
の
所
以
を
尋
ぬ
航
れ
ば
、
即
ち
一
妙
本
。
復
た
何
ぞ
相
い
法
殺
す
る
所
あ
ら
ん
や
。
御
則
ち
惑
者
の
難
、
夫
の
玄
鍵
に
詣
ら
ざ
る
を
知
る
。
)
(
御
疏
・
伽
二
十
五
章
)
制
官
官
谷
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
③
の
前
半
部
は
、
「
道
」
が
「
自
然
」
漢
に
法
る
と
い
う
こ
と
を
、
「
道
」
の
上
に
「
自
然
」
、
あ
る
い
は
「
虚
皆
無
」
と
い
う
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
述
べ
、
妄
り
に
「
先
宗
後
の
義
」
「
尊
卑
の
目
」
を
生
ず
る
こ
と
の
非
を
明
ら
か
に
し
よ
う
酷
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
虚
無
」
を
「
妙
本
」
の
体
、
「
自
7
然
」
を
「
妙
本
」
の
性
、
「
道
」
を
「
妙
本
」
の
功
用
で
あ
り
強
名
7
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
「
虚
無
」
「
自
然
」
「
道
」
に
先
後
尊
卑
は
な
く
、
そ
れ
が
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
「
一
妙
本
」
を
異
な
る
面
か
ら
規
定
し
よ
う
と
し
た
名
称
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
こ
と
に
よ
れ
ば
、
御
注
に
お
け
る
「
妙
本
」
は
「
道
」
の
上
位
概
念
で
は
な
く
、
そ
れ
は
御
疏
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
③
に
述
べ
ら
れ
る
「
妙
本
」
の
「
用
」
と
し
て
の
「
道
」
も
、
前
述
の
検
討
結
果
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
麦
谷
氏
が
指
摘
す
る
成
玄
英
の
「
妙
本
」
概
念
と
の
相
異
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
要
谷
氏
は
成
玄
英
の
「
妙
本
」
は
「
道
」
と
ほ
ぼ
等
値
的
関
係
に
あ
る
と
し
て
お
り
、
両
者
の
聞
に
価
値
的
差
異
が
あ
る
と
は
考
え
な
い
と
い
う
点
で
御
疏
・
御
注
と
は
異
な
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
も
し
本
論
で
検
討
し
た
よ
う
に
御
注
・
御
疏
の
「
妙
本
」
が
い
ず
れ
も
「
道
」
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
成
玄
英
の
「
妙
本
」
と
の
異
同
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
必
要
が
生
じ
る
で
あ
ろ
、
っ
。
こ
こ
で
、
妻
谷
氏
が
言
及
す
る
成
玄
英
の
本
迩
説
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
④
道
是
迩
、
自
然
是
本
、
以
本
収
之
迩
、
故
義
言
法
也
。
又
解
、
道
性
自
然
、
更
無
所
法
、
体
絶
修
学
、
故
言
法
自
然
也
。
(
道
は
是
れ
迩
、
自
然
は
是
れ
本
、
本
を
以
て
之
を
迩
に
収
む
、
故
に
義
に
法
と
言
う
な
り
。
又
た
解
に
、
道
の
性
は
自
然
、
更
に
法
る
所
無
し
、
体
修
学
を
絶
す
、
故
に
「
法
自
然
」
と
言
う
な
り
。
)
(
成
玄
英
『
道
徳
経
義
疏
』
(
以
下
成
疏
)
・
二
十
五
章
『
道
8
徳
真
経
玄
徳
纂
疏
』
所
引
)
7
成
玄
英
は
「
道
」
を
「
迩
」
、
「
自
然
」
を
「
本
」
と
し
て
お
り
、
「
虚
無
」
・
「
自
然
」
・
「
道
」
を
「
妙
本
」
の
「
体
」
「
性
」
・
「
功
用
」
と
す
る
御
疏
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
成
玄
英
は
「
又
解
」
と
し
て
「
道
性
自
然
」
と
い
い
、
「
道
」
に
更
に
法
る
と
こ
ろ
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
成
玄
英
の
い
う
本
迩
は
「
道
」
の
上
位
者
と
し
て
「
自
然
」
を
想
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
ヲ
命
。
そ
し
て
、
成
玄
英
は
「
妙
本
」
に
関
し
て
も
「
本
」
「
迩
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
⑤
「
復
帰
於
無
物
」
復
帰
者
還
源
也
、
無
物
者
妙
本
也
。
夫
応
機
降
迩
、
即
可
見
可
問
、
復
本
帰
根
、
印
鑑
名
無
相
、
故
言
復
帰
於
鑑
物
也
。
(
復
帰
と
は
源
に
還
る
な
り
、
無
物
と
は
妙
本
な
り
。
夫
れ
機
に
応
じ
て
遮
に
降
れ
ば
、
即
ち
見
る
べ
く
聞
く
べ
し
、
本
に
復
し
根
に
記
す
れ
ば
、
即
ち
名
無
く
相
無
し
、
故
に
「
復
帰
於
無
物
」
と
一
言
う
な
り
。
)
(
成
疏
・
十
四
章
『
道
徳
真
経
玄
徳
纂
疏
』
所
引
)
⑤
は
「
本
」
を
無
名
無
相
の
「
妙
本
」
、
「
迩
」
を
見
聞
で
き
る
も
の
、
す
な
わ
ち
具
体
的
現
れ
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
御
疏
の
「
本
」
「
遮
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
⑥
「
無
名
天
地
之
始
、
有
名
万
物
之
母
」
道
本
無
名
、
是
知
不
可
言
説
明
実
。
有
名
万
物
之
母
、
有
名
迩
也
。
重
玄
之
道
、
本
自
無
名
、
従
本
降
透
、
称
謂
斯
起
。
(
道
は
本
よ
り
無
名
、
是
れ
言
説
も
て
明
か
に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
有
名
は
万
物
の
母
、
名
迩
有
る
な
り
。
重
玄
の
道
は
、
本
よ
り
自
ら
無
名
、
本
従
り
迩
に
降
り
、
称
謂
斯
に
起
る
。
)
(
成
疏
・
一
章
『
道
徳
真
経
玄
徳
纂
琉
』
所
引
)
⑥
で
は
、
「
本
」
は
「
無
名
」
な
る
「
道
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
成
玄
英
に
お
い
て
も
、
「
道
」
は
「
本
」
で
あ
り
か
っ
「
迩
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
御
疏
の
「
妙
本
」
と
「
道
」
と
の
関
係
と
よ
く
似
て
い
る
と
言
え
る
。
以
上
の
資
料
を
見
る
と
、
成
玄
英
と
御
琉
の
聞
の
相
異
は
、
「
道
」
に
対
し
て
「
妙
本
」
が
上
位
者
と
さ
れ
て
い
る
か
否
か
で
は
な
く
、
「
自
然
」
と
「
道
」
の
関
係
を
説
明
す
る
際
に
「
妙
本
」
概
念
を
介
在
さ
せ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
官
官
谷
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
御
疏
に
は
「
道
」
を
「
自
然
」
の
「
迩
」
と
す
る
よ
う
な
説
明
方
法
を
回
避
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
そ
こ
で
採
ら
れ
た
方
法
は
「
妙
本
」
と
「
道
」
と
に
価
値
的
な
差
異
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
沖
気
」
・
「
沖
用
」
を
具
体
的
な
現
れ
と
し
て
の
「
道
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
「
道
」
が
「
本
」
「
波
」
い
ず
れ
で
も
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
妙
本
」
と
「
道
」
と
の
関
係
性
に
限
っ
て
言
え
ば
、
御
疏
と
成
玄
英
の
述
べ
る
「
妙
本
」
と
の
間
に
大
き
な
違
い
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
橋高て引
以
上
、
「
沖
気
」
お
よ
び
「
沖
用
」
と
そ
れ
に
関
連
す
る
概
念
に
に
着
目
し
て
、
御
注
と
御
疏
の
思
想
に
関
す
る
先
行
研
究
の
見
解
を
整
則
理
し
、
改
め
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
先
行
研
究
の
見
解
に
円
い
く
つ
か
再
考
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
は
ま
ず
、
御
注
目
御
疏
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
「
道
」
と
「
沖
気
」
怖
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
星
空
襲
」
を
生
み
出
す
と
い
、
つ
生
「る
成
の
関
係
で
は
な
く
、
「
道
」
が
生
成
の
場
に
お
い
て
現
す
具
体
的
恥
作
用
が
「
沖
用
」
で
あ
り
、
そ
の
は
た
ら
き
を
担
う
の
が
「
沖
気
」
昨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
一
方
、
そ
の
よ
う
な
「
用
」
に
対
し
、
根
御
本
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
「
妙
本
」
で
あ
り
、
「
妙
本
」
は
「
道
」
舶
の
上
位
概
念
で
は
な
く
、
根
本
と
し
て
の
「
道
」
の
こ
と
を
い
う
も
ヨ
の
で
あ
る
か
ら
、
「
妙
本
」
・
「
道
」
・
「
沖
用
」
の
関
係
は
根
本
と
し
真
て
の
「
道
」
で
あ
る
「
妙
本
」
か
ら
は
た
ら
き
と
し
て
の
「
道
」
で
悶
あ
る
「
沖
用
」
(
あ
る
い
は
「
道
用
」
)
へ
の
具
体
化
と
し
て
観
念
さ
宗
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
御
注
・
御
疏
に
お
い
て
は
「
妙
本
」
も
「
沖
酷
用
」
の
い
ず
れ
も
が
「
道
」
な
の
で
あ
り
、
位
相
の
違
い
に
よ
っ
て
9
呼
称
を
分
け
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
御
注
御
疏
7
に
お
け
る
「
道
」
と
「
妙
本
」
の
関
係
は
、
「
沖
気
」
「
沖
用
」
と
い
結
語
う
概
念
と
合
わ
せ
て
完
成
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
沖
気
」
「
沖
用
」
の
位
置
づ
け
を
本
論
の
検
討
結
果
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
御
注
内
部
に
お
け
る
概
念
規
定
の
矛
盾
は
も
と
よ
り
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
少
な
く
と
も
「
妙
本
」
「
道
」
「
沖
用
」
・
「
沖
気
」
の
構
造
に
お
い
て
見
れ
ば
、
御
注
と
御
疏
と
の
聞
の
担
額
も
見
出
せ
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
。
そ
し
て
、
御
注
・
御
疏
の
「
妙
本
」
と
「
道
」
の
関
係
は
、
成
玄
英
に
お
け
る
そ
れ
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
た
と
考
え
る
。
主
(
1
)
『
道
蔵
』
に
は
、
冒
頭
に
「
釈
題
」
を
付
す
「
唐
玄
宗
道
徳
真
経
疏
』
十
巻
の
ほ
か
に
、
「
外
伝
」
を
備
え
た
『
唐
玄
宗
道
徳
真
経
疏
』
四
巻
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
見
る
と
四
巻
本
に
は
杜
先
庭
な
ど
玄
宗
以
後
の
注
釈
を
引
用
し
て
お
り
、
別
人
の
注
釈
が
誤
っ
て
玄
宗
疏
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
武
内
義
雄
『
老
子
の
研
究
』
(
『
武
内
義
全
集
』
第
五
巻
所
収
1
9
7
8
角
川
書
唐
単
行
本
は
1
9
2
7
・
改
造
社
)
、
今
枚
二
郎
「
唐
玄
宗
御
製
『
道
徳
真
経
疏
』
に
つ
い
て
|
才
字
号
本
の
検
討
|
」
(
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
側
教
学
部
文
学
部
似
1
9
7
8
)
等
。
(
2
)
中
嶋
隆
磁
『
六
朝
思
想
の
研
究
』
附
篇
六
朝
時
代
に
お
け
る
儒
仏
道
三
思
想
の
交
流
第
三
節
唐
玄
宗
皇
帝
の
老
子
崇
拝
と
『
道
80 
徳
経
」
理
解
(
平
楽
寺
書
眉
1
9
8
5
)
、
『
神
観
念
の
比
較
文
化
論
的
研
究
」
(
講
談
社
1
9
8
1
)
初
出
。
(
3
)
砂
山
稔
「
陪
唐
道
教
思
想
史
研
究
」
第
七
章
「
虚
」
の
思
想
初
唐
よ
り
盛
唐
に
至
る
道
家
・
道
教
思
想
史
の
一
側
面
第
二
節
「
虚
極
妙
本
」
に
つ
い
て
(
平
河
出
版
社
1
9
9
0
)
(
4
)
官
官
谷
邦
夫
「
唐
玄
宗
「
道
徳
真
経
』
注
疏
に
お
け
る
「
妙
本
」
に
つ
い
て
」
(
秋
月
観
峡
編
『
道
教
と
宗
教
文
化
』
平
河
出
版
社
・
1
9
8
7
)
。
(
5
)
菱
谷
邦
夫
「
唐
・
玄
宗
御
注
『
道
徳
真
経
」
お
よ
び
疏
撰
述
を
め
ぐ
る
二
、
二
一
の
問
題
」
(
『
東
方
学
報
」
m
・
1
9
9
0
)
(
6
)
注
4
前
掲
論
文
。
(
7
)
堀
池
信
夫
「
「
妙
本
」
の
位
置
l
唐
玄
宗
『
老
子
注
」
の
一
特
質
|
」
(
「
中
国
文
化
』
ω
2
0
0
2
)
、
「
「
妙
本
」
の
形
成
l
『
老
子
玄
宗
注
』
思
想
の
成
立
」
(
平
成
十
年
度
1
十
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
(
A
)
m
・
「
古
典
学
の
再
構
築
」
研
究
成
果
報
告
集
E
・
『
論
集
・
原
典
」
2
0
0
3
)
、
「
『
注
」
の
「
妙
本
」
・
『
琉
』
の
「
妙
本
」
唐
玄
宗
『
老
子
注
疏
』
へ
の
一
視
点
」
(
『
中
国
思
想
に
お
け
る
身
体
・
自
然
信
仰
l
坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
』
2
0
0
4
・
東
方
書
庖
)
、
コ
一
つ
の
「
妙
本
」
」
(
『
富
津
正
順
博
士
古
稀
記
念
東
洋
比
較
文
化
論
集
|
」
2
0
0
4
・
青
史
出
版
)
。
(
8
)
前
掲
注
7
「
『
注
』
の
「
妙
本
」
・
『
疏
」
の
「
妙
本
」
l
唐
玄
宗
『
老
子
注
疏
』
へ
の
一
視
点
」
(
9
)
向
上
。
(
叩
)
御
注
第
十
六
章
に
「
虚
極
者
妙
本
也
。
-
一
盲
人
受
生
、
皆
菓
虚
極
妙
本
。
及
形
有
受
納
、
則
妙
本
離
散
。
」
と
あ
る
。
前
掲
注
7
「
二
つ
の
「
妙
本
」
」
(
『
宮
揮
正
順
博
士
古
稀
記
念
|
比
較
文
化
論
集
|
』
2
0
0
4
青
史
出
版
)
(
ロ
)
注
5
前
掲
論
文
。
(
日
)
「
担
求
備
荷
老
子
集
成
』
所
収
『
石
刻
道
徳
経
十
一
種
』
(
U
)
麦
谷
氏
は
「
陳
希
烈
者
、
宋
州
人
也
。
精
玄
学
、
書
無
不
覧
。
開
元
中
、
玄
宗
留
意
経
義
、
自
補
元
畳
元
行
沖
卒
後
、
得
希
烈
与
鳳
刻
人
病
朝
隠
、
常
於
禁
中
講
老
易
。
累
遷
歪
秘
書
少
監
、
代
張
九
齢
専
判
集
賢
院
事
。
玄
宗
凡
有
撰
述
、
必
経
希
烈
之
手
。
」
(
「
旧
唐
書
』
巻
九
十
七
・
列
停
第
四
十
七
-
陳
希
烈
)
な
ど
の
資
料
も
挙
げ
、
玄
宗
が
日
常
的
に
『
老
子
」
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。
(
日
)
注
1
前
掲
番
。
(
日
)
「
一
一
十
一
年
春
正
月
庚
子
朔
、
制
令
士
庶
家
蔵
老
子
一
本
、
毎
年
貢
挙
人
量
減
尚
書
、
論
語
両
候
策
、
加
老
子
策
。
」
(
『
旧
唐
書
』
巻
入
・
本
紀
第
八
玄
宗
上
)
(
口
)
注
5
前
掲
論
文
。
(
凶
)
同
上
。
( 
11 
東
洋
